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産業建設常任委員会の概要について 

（報  告） 

 

１．日  時   平成３０年８月２８日（火） 

午 後  １時２８分  開 会 

午 後  ２時５５分  閉 会 

 

２．場  所   大会議室 

 

３．出席委員   委 員 長  加 澤   明   副委員長  田 嶋 孝 安 

委  員  澤 口 正 義   委  員  西 村 盛 男 

委  員  山 本 彌 一   委  員  森   三 郎 

副 議 長  太 田 博 之 

 

４．傍聴議員   議  員  遠 藤 泰 子 

 

５．事務局職員   係  長  織 笠 信 吾   主  査  髙 橋 涼 平 

主  事  浪 岡 光 平   主  事  長 原 早 希 

 

６．説 明 員   副 市 長                  米 田 光一郎 

上下水道部長                関 敏   徳 

水道課長                  小笠原 五十治 

副参事兼水道課長補佐            中 居 宏 行 

副参事兼水道課長補佐            山 本 芳 彦 

経済部長                  山 本   優 

参事兼産業政策課長             小 泉 厚 子 

産業政策課長補佐              石 坂 知 也 

産業政策課商業振興係長           柿 崎 竜 平 

 

７．案  件   （１）三沢市水道事業ビジョン２０１８について 

（２）スカイプラザミサワの運営状況について 

報告事項 

アーケード崩落箇所への対応状況について 

 

８．会議概要   別紙のとおり 

 

加澤委員長：ただいまから、産業建設常任委員会を開会いたします。 

 本日の案件は、三沢市水道事業ビジョン２０１８について、スカイプラザミサワの運営
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状況についての２項目を調査した後、報告事項として、アーケード崩落箇所の対応状況に

ついての報告をいただく予定となっております。 

 それでは、１件ごとに調査してまいりたいと思います。 

 まず、１件目の三沢市水道事業ビジョン２０１８について、市当局の説明を願います。 

 上下水道部長。 

関上下水道部長：それでは、三沢市水道事業ビジョンについて御説明申し上げます。 

 平成２５年３月に、厚生労働省は新水道ビジョンを策定、公表し、全ての国民が継続的

に享受し続けることのできるよう、５０年、１００年後の将来を見据え、水道の理想像を

明示するとともに、その理想像を具現化するため、今後、当面の間に取り組む事項、方策

を提示しております。 

 その新水道ビジョンでは、水道事業者等がみずからの水道事業ビジョンを作成し、その

内容の実現に向けた取り組みを積極的に推進することが必要であるとしております。 

 当市においても、長期的視点を踏まえた戦略的な水道事業の計画、立案が必要であり、

また、市民に対して、事業の安定性や持続性を示す責任があることから、今回、三沢市水

道事業ビジョンを作成し、水道事業の現状の課題を抽出した上で、将来像と中長期的な方

向性を掲げ、具体的な目標と実現方策の基本的な考え方を示しております。 

 この三沢市水道事業ビジョンは、この後、ホームページ等で市民に対して公表すること

としております。 

 それでは、詳細については課長より説明させますので、よろしくお願いいたします。 

加澤委員長：水道課長。 

小笠原水道課長：それでは、お手元の資料の三沢市水道事業ビジョン２０１８ダイジェス

ト版によりまして、三沢市水道事業ビジョンの概要を御説明申し上げます。 

 １ページ目を御参照ください。 

 最初に、策定の趣旨といたしまして、当市においては、平成１５年度をピークに、年々

給水人口が減少してきており、それに伴う給水収益の減少や、水道施設の老朽化など、こ

れから直面する課題に対して、解決を図りながら事業経営を持続していかなければなりま

せん。 

 この厳しい環境の中、将来にわたって安全・安心な水を安定的に供給するため、現状に

おける課題を抽出し、その方策を打ち出すことにより、水道事業を未来につなぐため、三

沢市水道事業ビジョンを策定するものであります。 

 続きまして、３ページを御参照ください。 

 三沢市水道事業ビジョンの位置づけでありますが、黒の線で囲っている部分が厚生労働

省のこれまでの動きとなっております。 

 平成２５年３月に新水道ビジョンを策定し、安全な水がいつでも、どこでも、誰でも、

持続的に受けることが可能な水道を実現するために、理想像として、安全、強靭、持続の

三つの要素を掲げております。 

 この国の指針を受けまして、当市におきましても、将来における水道事業の予測を行う

ため、平成３０年３月に三沢市水道事業基本計画を作成したところであります。 

 また、総務省から策定要請がありました公営企業の経営戦略も基本計画と同時に作成
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し、上位計画であります第２次三沢市総合振興計画を踏まえて、今回、三沢市水道事業ビ

ジョンを策定しました。 

 計画期間は、平成３０年度から平成３９年度までの１０年間となっております。 

 続きまして、７ページを御参照ください。 

 現状の分析と課題の抽出を行っております。 

 最初に、人口及び水需要の動向についてですが、中段にございます給水人口と給水量の

将来見通しの表をごらんください。 

 給水人口においては、平成２９年度の３万９,２００人から、平成３９年度では３万４,

３９０人と、約４,８００人の減少となることが予想されております。 

 これに伴い、１日平均給水量も、平成２９年度の１日当たり１万２,７２０立方メート

ルから、平成３９年度では１日当たり１万６９０平方立方メートルと、１日当たり約２,

０００立方メートルの減少となる見込みでございます。 

 このように、給水人口、給水量が減少傾向を示しているため、事業の効率化により、財

政基盤の安定を図る必要があります。 

 続きまして、１１ページを御参照ください。 

 次に、配水施設でありますが、配水施設としては、配水池や配水ポンプ等のある中で、

特に配水管の耐震化が重要であるものと考えております。 

 表３－４－３、管路の状況になりますが、管路の総延長は、平成２８年度末で約２９

２.７キロメートルあります。そのうち、耐震性の低い石綿セメント管が約９.６キロメー

トル、水道事業が創設された昭和２５年以前からある６８年以上経過した鋳鉄管が約６.

１キロメートル埋設されており、合計で約１５.７キロメートルのこれらの管の多くは市

街地にあることから、これまで順次更新、整備を行ってきておりますが、引き続き早急に

整備をしていく必要があります。 

 次に、耐震化率ですが、平成２８年度末で３８.７％となっております。これについて

も、石綿セメント管などの更新が進むことにより、耐震化率を高めていくことができるも

のと考えております。 

 続きまして、１２ページを御参照ください。 

 経営の状況及び見通しですが、収益的収支は、人口減少に伴い、給水収益は年々減少し

ております。さらに、施設や管路の減価償却費や修繕費に係る費用は増加傾向にありま

す。 

 次に、資本的収支ですが、企業債償還金は、これまでの定期的な施設や管路等の更新に

より、増加傾向にあります。さらに、将来にわたり、多くの施設が更新及び耐震化が必要

となり、多大な費用が必要となることが予想されております。 

 続きまして、１３ページを御参照ください。 

 表３－６、水道事業会計の状況及び見通しですが、上の表の収益的収入及び支出の給水

収益については、平成２９年度に５億６,３８６万９,０００円だったものが、平成３９年

度には５億１,０００万３,０００円となり、５,３８６万６,０００円減少する見込みと

なっております。 

 また、表の中段にあります減価償却費については、平成２９年度に３億２,５４３万円
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だったものが、仮称南部配水場の完成により、平成３４年度には約３億７,１５６万５,０

００円とふえ、その後もふえていくものと予想されます。これらの要素により、平成３４

年度において、純利益がマイナスになると見込まれております。 

 次に、中段の表の資本的収入及び支出については、表の下から３段目の企業債償還元金

でありますが、これまでの定期的な施設及び管路等の更新により、平成２７年度決算から

増加傾向にあります。また、平成３０年度以降、多くの施設が更新及び耐震化が必要とな

るために、さらに増加していくものと見込まれます。 

 また、更新、整備に係る資金の多くは、企業債の発行により賄っておりますが、これに

ついても増加していくものと予測しており、このため、企業債発行額を適正な水準にし、

自己財源を主体とした事業運営を行う必要があると考えております。 

 問題点の抽出は以上となります。 

 続きまして、１４ページを御参照ください。 

 三沢市水道事業の理念でありますが、将来にわたり、いつでも安心しておいしい水を飲

める水道を継承していくためには、適切な維持管理や更新により、水道施設を健全に保

ち、水道事業経営においては、経営基盤を強化し、安定した事業を継続していくことが重

要となります。 

 基本理念であります安全・安心な水、未来につなぐ三沢の水道を実現するためには、安

全、強靭、持続の各施策における基本方針を具体的に示し、５０年、１００年先の三沢市

の水道に向けた方策を実施してまいります。 

 続きまして、１５ページを御参照ください。 

 基本理念を踏まえた基本方針として、安全は、安全でおいしい水道、強靭は、いつでも

使える災害に強い水道、持続は、いつでも利用できる水道を掲げ、それぞれに実施目標

と、目標別にそれを実現するための具体的施策を示しております。 

 続きまして、１７ページを御参照ください。 

 基本理念であります安全・安心な水、未来につなぐ三沢の水道を実現するための具体的

施策ですが、特に重要なものについて御説明申し上げます。 

 最初に、基本方針、安全でおいしい水道の実現目標、維持管理体制の充実の具体的な施

策といたしまして、施設管理の高度化を実施してまいります。 

 その内容としましては、１点目として、集中管理システムの強化を掲げております。こ

れまで遠方監視制御により、水道施設の運転管理の合理化及び無人化を進めております

が、仮称南部配水場の建設により、このシステムのさらなる充実を図ってまいります。 

 ２点目としまして、人材の育成ですが、水道事業は、水道施設の運転管理や配水管の整

備、維持管理など、専門的知識を必要としております。そのため、新しい技術の取得や、

これまで培ってきた経験や技術を継承していかなければなりません。このことから、職場

内教育はもちろん、他団体で実施されるさまざまな研修に参加し、水道事業に精通した人

材を育成していかなければなりません。 

 続きまして、１８ページを御参照ください。 

 基本方針、いつでも使える災害に強い水道の実施目標、施設の信頼性の向上の具体的施

策としまして、水道施設の更新、耐震化を実施してまいります。 



- 5 - 

 その内容としましては、１点目として、管路の耐震化を上げております。 

 近年、多発しております地震に備えるため、更新の優先度が高い石綿セメント管や鋳鉄

管の更新を進めてまいります。 

 また、費用の平準化を考慮した管路の整備計画を策定し、２０１６年、平成２８年度末

時点におきましては３８.７％の耐震化率ですが、１０年後の２０２７年、平成３９年度

末には４５.９％の耐震化率を目標としております。 

 続きまして、１９ページを御参照ください。 

 基本方針、いつでも利用できる水道の実施目標、事業経営の健全化の具体的施策としま

して、アセットマネジメント計画の策定を実施してまいります。 

 最初に、アセットマネジメントの目的でありますが、維持管理、計画及び財務等の各担

当が、更新投資の必要性や財源確保について共通認識を持ち、施設の更新が着実に実施さ

れることを目的としております。 

 下の図が実施体制の概念になります。 

 ハード面を計画管理する担当者と財務担当者が逐次情報交換を行い、共通認識を持って

水道事業を進めます。最終的には、水道事業管理者が水道施設の水準や財政状況により経

営を判断いたします。 

 続きまして、２０ページを御参照ください。 

 アセットマネジメント計画の策定につきまして、中長期の更新、需要及び財政収支の見

通しを把握し、施設の耐用年数や更新財源としての企業債の償還期間を考慮して、３０年

から４０年程度の中長期的計画を策定します。 

 下の図が、水道事業ビジョンなどの他計画との相関図です。 

 アセットマネジメントにより経営を実施していく中で、料金改定、投資計画などを適切

に行い、健全な事業経営を推進していき、施設補修履歴や運転管理に関する情報を積み重

ね、アセットマネジメントの精度向上を図ります。 

 また、アセットマネジメントにより蓄積したデータを水道事業ビジョンに反映してまい

ります。 

 続きまして、２１ページを御参照ください。 

 実施計画、住民サービスの向上の具体的施策といたしまして、広報の充実を図ってまい

ります。 

 その内容といたしましては、現在、水道事業が抱えているさまざまな課題に対応するた

めには、住民の理解のもとで解決していかなければなりません。それには、住民にわかり

やすい情報を提供するとともに、その内容の充実を図る必要があります。 

 このことを踏まえて、昨年度から年に２回の割合で、水道情報誌、みさわ水道だよりに

より情報を提供しておりますが、水道の直面している課題などについても積極的に取り上

げ、住民の理解を得られるような内容づくりに取り組んでまいります。 

 続きまして、２２ページを御参照ください。 

 最後になりますが、三沢市水道ビジョンの実施に向けてということで、三沢市水道ビ

ジョンの基本理念である安心・安全な水、未来につなぐ三沢の水道実現に向けては、この

計画に掲げた具体的施策を着実に推進していく必要があります。 
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 このため、作成した計画を効率的に実施し、その成果及び結果を検証して、不都合な点

を改善した上で、さらにもとの計画に反映させるＰＤＣＡサイクルにより事業を推進して

まいります。 

 以上が、三沢市水道ビジョンの説明になります。よろしくお願いいたします。 

加澤委員長：ビジョンのポイントをはしょって説明していただき、ありがとうございま

す。 

 委員の皆さんからの御意見、御質問等ございませんか。 

 澤口委員。 

澤口委員：詳細な説明、ありがとうございました。 

 ２点ほどお伺いいたしたいと思います。 

 まず、説明のありました、平成３４年には赤字に転落するという説明があったのです

が、この赤字を解消するべく、具体的なプランというのは、今の時点であるのかないの

か、あったら説明をいただきたいと思います。 

 大まかなところで言いますと、今、アセットマネジメントですか、こういう中で、特に

４点ほどあるのですけれども、もう一つ気になることなのですが、料金改定という文言が

あるのですが、いつごろ料金改定というのを現時点で考えているのかどうかが二つ目。 

 もう一つ、私もちょっと驚いたことなのですが、１８ページになるのですが、石綿セメ

ント管、これ、まだあるのですね。間違いないですね。具体的にどの辺の場所で、どれく

らいの距離数があるのか、この辺のところをひとつわかる範囲内で御説明いただきたいと

思います。 

加澤委員長：順番に説明していただいて結構です。 

 上下水道部長。 

関上下水道部長：それでは、今の質問の、まず１点目の料金改定についてなのですが、料

金改定につきましては、平成３０年３月に策定した経営戦略の財源に関することとして、

特に料金については、今後の事業の見直しや経営の効率化により、経費削減に努めるとと

もに、社会情勢に即した簡素で公平な料金体系や、管路更新費用等を見据えた料金水準を

検討し、収支均衡した経営の健全化に取り組んでいくこととしており、今後、早い段階

で、水道委員会に、三沢市の水道事業を継続し、安定供給を行うための経営のあり方、今

後の水需要の減少に対応する水道料金の制度等のあり方を諮問、答申していく中で、多様

な視点で御審議いただくこととしております。 

 以上が料金改定についての回答となります。 

 続きまして、石綿セメント管のほうになりますが、質問の２点目の、石綿セメント管の

残っている箇所なのですが、現在、三沢市内には約９.６キロの石綿管が残っておりまし

て、残っているのは中心市街地になりまして、幸町、中央町、大町、桜町及び松園町と、

ほとんどが市街地の中心部分です。これは昔、第１期区画整理をやった部分になると思い

ますが、この部分にほとんどの管が残っております。 

 以上です。 

加澤委員長：澤口委員。 

澤口委員：ありがとうございました。 
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 いろいろ水道委員会を中心にして、いろいろなことを分析、検討しながら考えていくと

いうことなのですが、もうこの時点で、平成３４年に赤字になるわけですよね。これは幾

ら経費節減に努めても、値上げせざるを得ないと思います。それは言うまでもなく、前段

で説明あったように、今建設中の南部配水場、それから老朽管の更新、金がかかることば

かりです。当然、これは値上げ必至だと思うのです。これをしっかり皆さんのほうで経営

をしっかりやりながら、いつぐらいにはもう値上げせざるを得ないというものを市民にあ

る程度早い段階でお示しし、理解を得るということが私は大事だと思うのですけれども、

まずそのことをお答えできたらお願いいたします。 

 それから、石綿管のことなのですが、これは私、てっきり、それこそ東部、西部地区か

なと思っていたのですが、一番給水人口の多いところがこうだということは、これは早く

解消しなければ大変なことだと思うのですが、この整備計画、現段階でどのようになって

いるのか、そのこともあわせてお答えいただきたいと思います。 

加澤委員長：上下水道部長。 

関上下水道部長：料金改定のほうにつきましては、うちのほうも早目に検討内容をまとめ

まして、水道委員会のほうに早く諮問、答申のほうをしたいと考えておりますし、また、

市民のほうにも早くお知らせしたいと考えております。 

 石綿管につきましては、確かに東部、北部にもありましたが、そちらのほうはもう全て

更新しております。現在残っているのが市街地の中心の部分になっておりますが、非常に

市街地の場合、個人の取り出し等も多く、また、埋設している場所が道路からちょっと外

れた部分に入っているというのもございまして、非常に工事にお金もかかるという箇所が

今残っております。年に約２.５キロのペースで、現在、整備しておりますが、今後はも

う少しスピードアップを図っていきたいと考えております。 

 以上です。 

加澤委員長：澤口委員。 

澤口委員：ありがとうございました。 

 料金改定は避けて通れない話ですから、しっかりとした対応をお願いいたします。 

 それから、石綿セメント管のことなのですが、年に２.５キロ、先ほど９.６キロ、中心

市街地を中心にして残っているということなのですが、年に２.５キロということは、３

キロとして、４年ぐらいかかるのですか。これはそういう理解をしていいわけですか。 

加澤委員長：ほかにございますか。 

 山本委員。 

山本委員：私は水道関係は余りわからないけれども、今、澤口委員が言ったように、石綿

管ですか、２.５キロずつ交換していくということなのだけれども、埋設しているのが、

道路から外れて工事がしにくいと、そうとらえたのだけれども、どういう工法で、またそ

れを掘り返してそこに入れるのか、新たに耐震性のある管を別に新たに埋めていく、どう

いう方向で今進んできているのか、そこをちょっと考え方をお聞きしたい。 

加澤委員長：上下水道部長。 

関上下水道部長：管の更新についてお答えいたします。 

 管は、新しく、現在ある石綿の近接した部分に耐震管を埋設して、その埋設管から新し
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く取り出しをするような形で更新を行ってきております。 

 以上です。 

加澤委員長：山本委員。 

山本委員：そっちのほうが、私は素人考えだから、新しくどーっとやってつないでいった

ほうが、そこを掘り返して、とって云々というよりも安いのかなと。その辺はプロだか

ら、それで変えていった、それでつないで利用するほうが安いということだと理解しま

す。 

 そこで、この料金なのだけれども、皆さんが黙っていても管を布設すればお金をとれる

わけだよね。昔からそれで公共水道というのは役所しかやれないので、個人はやれない。

井戸を掘って、もっと競争云々が働けば、この辺は安くなるのかわからないけれども、そ

ういう関係で、問題は、地下水をくみ上げて、今、供給していると思うのだけれども、よ

そは川からだとか、その施設で、どっちが安いのかわからないけれども、現在、県内のそ

うした水道事業関係において、本市の料金というのは、市単位でもいいのだけれども、ど

のぐらいの水準といいますか、高いのか、安いのか、真ん中なのか、この辺、わかったら

ちょっと伺いたい。 

加澤委員長：副参事兼水道課長補佐。 

中居副参事兼水道課長補佐：水道料金の比較についてお答えいたします。 

 たまたまなのですが、実は昨日、県内のＨ市から、水道料金を検討していると。なぜ三

沢は安いのだという問い合わせがございました。三沢は、実際、安いです。市部では一番

安いです。余り比較を好まない方もいらっしゃいますが、多少上げても相当安いです。あ

る程度上げても一番安い水準を確保できる程度、安いです。安いということは、今言った

地下水利用とか、防衛補助を利用しているとか、幾つか理由がございますが、安いという

ことは皆さん周知の事実で、あるいはそういう認識があると思っております。ただ、その

安いことを、逆に安いのを守れという悪いほうに働いていただくと非常に困るかなと。あ

くまでも我々は適正な価格というのを、原価、あるいは供給単価等を含めまして、適正な

価格で、事業を安定して継続できる適正な価格を設定といいますか、そういう価格にもっ

ていって、安定、安心、継続ということを、健全経営を図っていきたいと考えておりま

す。安いにこだわらず、適正な価格というほうに市民の方にも理解をいただきたいと、こ

れから広報等していきたいと思っております。 

加澤委員長：課長補佐、最低ということなのだけれども、金額ベースで説明できますか。 

中居副参事兼水道課長補佐：水道料金というのは、各個人の家庭の１３ミリとか２０ミリ

とかの給水管の大きさによって違うのですが、一番安い１３ミリですと、税込みで１,０

８０円です。よそは、２番目の青森で１,２８０円ぐらい、これは税込みの価格ですが、

２０ミリにおいても、三沢市は１０立方メートルで、家庭用で１,３０６円で、青森で１,

４００円ぐらいだったですかね。特に三沢市の場合は家庭用に配慮して、家庭用を安い値

段に設定しているという事情もございますので、かなり安くなっているということがあり

ます。 

 以上です。 

加澤委員長：山本委員。 
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山本委員：先ほど課長の説明がありましたけれども、値上げをしなければいけない状況が

出るだろうと。その反面、そうしたものを安定供給するためには、やはりコストを下げて

いくという御説明。一番経費でかかっているのは電気料なのか、あるいは人件費なのか、

その辺はそれをどのぐらいこの１０年間で削減目標、これから計画を立てるのだろうけれ

ども、考えているのか。ただ安易に、他の市と比べて安いから上げてもいいのだではなく

て、経営努力というのはいつでもやっていかなければいけない。その中で、何か集中管理

システムだとか、いろいろなものを考えているみたいだが、これらのコストは今よりもど

う下がるのか、どう皆さんで議論しているのか、そこをちょっと伺いたい。 

加澤委員長：副参事兼水道課長補佐。 

中居副参事兼水道課長補佐：水道というのは、固定費、どうしてもかかる経費の割合が非

常に高い事業と言われております。９割、９５％、固定費、どうしても必要な費用がある

と。多くは設備関係、それから人件費、それから、今言った電力、どうしても必要な、削

りにくい経費がほとんどを占めていると。かといって、全く努力をしていないわけではご

ざいませんで、例えば昨年、今年と、職員が１名ずつ減りました。ただ、職員が減ると、

今度は工事が進まなくなるというデメリットもございます。経費の面と、事業の進捗と、

兼ね合いがございます。それから、電気料金は、御存じのとおり、原油、為替等、外部的

要因が多いので、外部的要因に対抗してやれるほど節約するのはなかなか厳しいかなと。

そんな中でも、配水場が５カ所から４カ所に１カ所減らしましたので、水質検査の委託料

とか、施設の警備委託料とか、そういうのは削っております。また、過剰なサービス等、

見直しをして、適正なサービスに持っていくために、収入の増加や経費の削減等も検討し

ておりますが、一方的に経費削減する部分は少ないというのが現状で、例えば、ある経費

を削減するために、パソコンというか、コンピュータシステムを変えるためにまた経費が

かかるとか、なかなか一筋縄でいかない部分もありながらも、少しずつ努力をしていると

ころでございまして、職員が減ったのにあわせて、当然、車両の台数も減りますし、パソ

コンの台数も少しずつ減っていると。それから、業者委託も進めておりますので、もしか

したらまた来年、１名職員が減るということもあり得るのかなということで、職員は２

名、３名と減っておりますが、減ることイコールいいことなのか、どこかに支障が出ない

かということもございますので、なかなかこれから事業を進めていくことを含めまして、

痛しかゆしのところもございまして、苦慮していると。そういう努力を重ねながら、そう

いう努力を市民にも御理解いただけるように広報しながら、適正な料金水準を御説明して

いければなと考えております。 

 以上です。 

加澤委員長：山本委員。 

山本委員：わかりました。 

 経費節減というのは、いつでもやっていかなければいけない。一人一人はそれをやった

のだとか、こういう甘い方では絶対コストは安くならない。口だけで、取り組みはいろい

ろ実践していくうちに、そこで人口減少、どの地域でもそうだろうけれども、４万何がし

の今までの最大の給水量といいますか、その対応をしてきたんだよね。事業会計でありま

すから、本来、我々の一般の会社だと、仮に１００億円、設備資金がかかっても、それが
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３０年の期間もつ、３０年でその１００億円を削っていくんだよね、決算で。私は、役所

のこうした企業会計、前に投資して、料金でその分も、仮に管でも、その分を見て、変え

る、そういうのを敷いてきていると思うのだけれども、その辺の内容は、ただ新しくやる

と、また償却を考えて料金を乗せる。この辺はどうなっているのですか。中身をちょっと

お知らせください。この会計はどうなっているのか、償却費。 

加澤委員長：副参事兼水道課長補佐。 

中居副参事兼水道課長補佐：企業会計、平成２６年度に一般企業に近づけるように会計基

準が変わりまして、減価償却に関しましてはそれ以前からやっていましたが、２種類の選

択肢があって、三沢市は新しい制度のために移行になりました。ただ、減価償却はきちん

とやっておりますが、道路の支線に入った水道管は、１回敷いてしまうと、使っている家

がある以上、１軒残っていても、ずっとそのまま残ってしまう。道路が整備されてよくな

ると水道管はふえますが、人口がふえない、水の給水量がふえない、それから、今回、た

またまなのですが、配水場の更新が近い時期に行われましたので、一時的に減価償却がか

さむという、ちょっと厳しい状況にございます。そこら辺は、企業会計で一般企業とな

らって減価償却等を見込んでやっておりますが、あくまでも建設するときに防衛補助等で

５割、６割、補助でいただいても、残りは自前の資金でつくることになりますので、本来

はできれば配水場建設のときにある程度負担いただくべきものだったのかなという反省は

多少ございます。ですから、むやみに、あるいは都合よく減価償却することなく、適正に

減価償却をし、市の監査のほうからもきちんと毎年毎年、毎月確認をいただきながら経理

は行っております。その結果が現在の厳しい経営状況、一時的なのですが、厳しい経営状

況に陥っているというのが現状でございます。 

加澤委員長：山本委員。 

山本委員：わかました。 

 そこで、副市長もいるのだけれども、この計画でいくと１０年計画も立てていく、３０

年後、人口減少、１０年間で約５,０００人減少する。こういう減少は、今度またさらに

１０年たつとそのぐらいになっていくという可能性はあるのだけれども、こうした人口減

少時代においての水道というのを計画するのに当たって、もっとコストを安くする面か

ら、今まで整備したのは、これはしようがない、減価償却していかなければならないの

は、料金云々、これは当然かかってくると思うのだけれども、ただ、三沢市は、私は中身

はわからないけれども、すごい安くておいしい、これが評判なんだよね、他の市に比べ

て。やっぱりこのよさは、本市は維持していく。経営も大事なのだけれども、それを売り

物にして、よそでは水道会計等をよくしようということで、そこの地元の水を売ってい

る、工場か何かやって、そこの工場は見たことないのだけれども、我々視察に行くと、う

ちの水ですと、会議の場所で出してくれるのだけれども、それも、私は将来にわたって

守っていくという姿勢が私はは大事ではないかと。やがては、隣の云々は、何か水道が高

くて余りおいしくないと。であれば、家を建てて、今、三沢の方々が、土地が安いという

ことで移っているんだよね。それがもう１,０００件ぐらいになっているのではないか

と、私は調査したわけではないけれども、人の話を聞くと、そのぐらいは続いている。だ

けど、今の家は大体３０年なんだよね。そうすると、そういうインフラ等の問題は、私は
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おいらせ町には本市は負けないと、水一つとっても、あとは行政サービス等についても。

そうした面を将来考えていけば、移ってくれば、今、１０年間で計画、５,０００人マイ

ナスになる。それが３,０００人で食いとめるとか、そういうことであれば、運営費とい

いますか、水道経営もよくなっていく。そこで、将来について、そうしたおいしくて安い

という方針を貫けるのか、貫いていく気持ちがあるのか、その辺をちょっと伺って終わり

ます。 

加澤委員長：副市長。 

米田副市長：今、山本委員のほうから、三沢の水、非常に安くておいしいと、これは県内

でも皆さんが認めているところでございます。この質のいい水はずっと続くと思います

が、安さにつきましては、先ほど説明があった課題に抽出されている料金改定なり値上げ

なりの検討時期が必要だと思います。でも、現時点での予測では、少し上げても、県内で

一番安いのは維持できる見込みです。やはり企業の経営ですから、収支均衡が基本となり

ます。三沢の場合は、原価割れしている料金体系の中で、原価よりも安く提供している部

分がありますので、この辺の見直しをまずやってみたいと。それでかなり改善される見通

しを持っております。その後は、市民の皆様の理解を得て、議員の皆様の理解を得て、水

道委員会に諮りながら、もし収支均衡ができないような場合は、何年か後にはそういう決

断をしたいと考えております。 

 以上であります。 

加澤委員長：ほかにございませんか。 

 ないようなので、質疑は終了いたしますが、私のほうから、どうしても委員の皆様の不

安というのは、人口減少、イコール給水人口減少、それに伴う収支のバランス、経費含め

て、将来赤字になるという部分がビジョンの中にも出ております。やはり市民の理解を早

めにいただいて、料金改定という部分に関しては、なかなか避けて通れない部分なのかと

思います。ここの部分は、やはり水道委員会を初め市民の代表も来ておりますので、理解

の上、早めの計画を立てていただきたいと思います。 

 以上です。 

 それでは、ここで説明員入れかえのため、暫時休憩といたします。 

午後 ２時１５分 休憩 

────────────── 

午後 ２時１７分 再開 

加澤委員長：それでは、休憩を終了いたします。 

 それでは、案件をスカイプラザミサワの運営状況について、に移らせていただきます。 

 市当局の説明を願います。 

 参事兼産業政策課長。 

小泉参事兼産業政策課長：それでは、案件の２点目、スカイプラザミサワの運営状況につ

いて、御説明させていただきます。 

 お配りしております産業建設常任委員会資料、スカイプラザミサワの運営状況について

を御参照願います。 

 めくっていただきますと、総会資料となっております。この資料は、去る６月１３日、
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スカイプラザミサワ株式会社が開催いたしました第１３回定時株主総会において配付され

た資料の写しでございますので、本日はこれを用いて御説明させていただきます。 

 １ページをごらん願います。 

 平成２９年度事業報告書から御説明いたします。 

 １、管理部門でございますが、こちらは（１）としてテナント部門の状況、（２）とし

てアメリカ村にぎわい創出イベントの企画、開催について、それぞれの説明とデータが示

されております。 

 初めに、テナント部門についてでございますが、１階のあきスペースとなっていた区画

につきましては、平成２９年１１月に、コーヒーと軽食、カクテルを提供するお店として

カフェ・アンド・バー、ＬＩＦＥがオープンいたしました。これにより、店内のあきス

ペースはなくなり、テナント入居率は１００％となっております。また、直営店のスペー

スを活用して、新たに小物、雑貨等の専門店、ＤＥＭＺＵ、中古ミリタリーの専門店、ふ

うはうすの２店もオープンしております。 

 なお、中段の表は、平成３０年３月３１日時点でのテナント入居状況の一覧でございま

す。 

 次に、（２）はアメリカ村のにぎわい創出のために行ったイベントの企画、開催状況で

ございます。 

 初めに、①アメリカ村サンクスカーニバルでございます。これまでは屋外でイベントを

開催しておりましたが、昨年度はテナント全店との共同による販売促進イベントに切りか

え、各種抽選会の実施や、各テナントによるオリジナルイベント開催などにより、新規顧

客の獲得へつなげております。 

 ２ページには、当日の売り上げ、入店者数が記載されております。 

 次に、②三沢基地航空祭、前夜祭等の内容でございます。御承知のとおり、三沢基地航

空祭は、毎年、県内外から多くの来場があり、前日から宿泊される方も大勢いらっしゃい

ます。そうした方をターゲットに、アメリカ広場において、飲食店ブースの開設やステー

ジイベントなどを開催いたしました。 

 表は、前夜祭と航空祭当日の売り上げ及び入店者数となっております。 

 次に、③その他でございますが、七夕祭り、三沢まつり、ハロウィンフェスタなどの各

種イベントにあわせて、自社イベントを開催しております。 

 また、スカイプラザミサワを広くＰＲすることを目的として、道の駅やスポーツイベン

ト時に、催事販売を行っております。 

 続きまして、２、直営、小売部門についてでございますが、２ページ下段から３ページ

にかけて、売り上げ、客数の動向についての分析内容の記載がございます。 

 また、３ページの中段以降には、スカイプラザミサワ及びＪａｃｋ＆Ｂｅｔｔｙの売り

上げについて、２８年度と２９年度の比較表がございます。こちらの表とグラフにもあり

ますとおり、前年度との売り上げを比較いたしますと、直営、小売、Ｊａｃｋ＆Ｂｅｔｔ

ｙともに売り上げは増加しております。 

 なお、４ページには、直営店舗のレジ通過客数が表とグラフで示されておりますが、こ

ちらについては、前年度比で微減となっております。 
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 ３、会議は、株主総会を初め社内での会議の開催状況でございます。 

 次に、５ページをごらん願います。ここから１１ページまでは、第１３期、平成２９年

４月１日から平成３０年３月３１日までの決算報告書でございますが、こちらの報告書は

複式簿記により作成された資料となっておりますことから、わかりやすい単式簿記により

表記した資料を当委員会用に参考資料として作成いたしましたので、決算につきまして

は、そちらの資料で御説明させていただきます。 

 資料の１２ページをごらん願います。 

 スカイプラザミサワ株式会社、平成２９年度収支実績表、平成２９年４月１日から平成

３０年３月３１日までの収支でございますが、比較のため、平成２８年度の実績について

も記載しております。 

 まず、収入の部の合計でございますが、２９年度においては１億８,７１１万５,０００

円で、前年度との比較では９６４万５,０００円の増となっております。 

 増収の理由といたしましては、平成２９年度にテナント入居率が１００％となり、家賃

収入が増加したこと、また、直営、小売、Ｊａｃｋ＆Ｂｅｔｔｙともに売り上げが増加し

たことが要因となっております。 

 次に、費用の部でございますが、合計額は１億８,４３１万４,０００円、前年度との比

較では５０４万１,０００円の増となっております。 

 増加の理由といたしましては、売り上げの増加に伴う仕入れ等の増が主な要因となって

おります。 

 その結果、収入から費用を引いた経常利益は２８０万１,０００円の黒字となっており

ます。 

 また、減価償却前の経常利益は１,６６９万５,０００円、当期純利益は８６万７,００

０円の黒字となっております。 

 なお、平成２３年３月１５日付で契約いたしましたスカイプラザミサワへの３,０００

万円の貸付契約については、平成２８年度から５カ年度において、１年度につき６００万

円を支払う契約となっており、平成２９年度分につきましては、本年３月２８日に返済さ

れ、返済期間は残り３年、貸付残高は１,８００万円となっておりますことを御報告いた

します。 

 続きまして、１３ページをごらん願います。 

 こちらは３０年度の営業計画書でございます。 

 まず、管理部門の（１）テナント部門でございますが、テナント入居率が１００％にな

りましたことから、今後は各テナントの売り上げ向上へつながるよう、一層魅力ある店舗

づくりを目指していくこととしております。 

 次に、（２）アメリカ村にぎわい創出イベントの企画、開催でございますが、今年度も

前年度同様、アメリカ村サンクスカーニバル及び三沢基地航空祭、前夜祭の開催を計画し

ているとのことでございます。 

 続いて、小売部門でございます。 

 まず、（１）直営、小売部門でございますが、スカイプラザミサワの基本コンセプトで

ありますアメリカ米軍基地インターナショナルのもと、今年度も引き続き輸入食品、輸入
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雑貨の販売促進を徹底するとともに、商品構成がコストコ頼みとならないよう、他店にな

い個性的で良質な商品の取り扱いをふやしていくこととしております。 

 また、スカイプラザミサワで取り扱っている地域の商品を全国へ情報発信していくこと

や、ソーシャルネットワークを活用し、顧客の獲得に努めるなど、新たな取り組みを進め

ていくこととしており、売上高で前年度比８％増を目指すとのことでございます。 

 次に、（２）Ｊａｃｋ＆Ｂｅｔｔｙでございますが、前年度より進めてきた御当地アメ

リカンドックのＰＲを図るなど、より個性的なお店づくりを進めていくこととしておりま

す。 

 また、他店との差別化を図るため、新商品のメニュー化や、期間限定スイーツや、アメ

リカンケーキの販売などにより、売上高向上を目指していくこととしております。 

 次に、（３）Ｊａｃｋ＆Ｂｅｔｔｙ２、青森県立三沢航空科学館カフェバーでございま

すが、本年４月２８日、三沢航空科学館内にＪａｃｋ＆Ｂｅｔｔｙの姉妹店としてカフェ

をオープンいたしました。市内外から来館者をターゲットに、Ｊａｃｋ＆Ｂｅｔｔｙの商

品や輸入菓子の販売を行うなど、スカイプラザミサワとの相乗効果を図りながら、売上高

の向上を目指しております。 

 次に、（４）Ｊａｃｋ＆Ｂｅｔｔｙ号、フードカー営業でございますが、本年５月から

営業を開始しております。スカイプラザミサワ及びＪａｃｋ＆Ｂｅｔｔｙの宣伝と売り上

げ向上を図るため、市内等で行われる各種イベントやスポーツ大会において、フードカー

による移動販売を実施し、スカイプラザミサワの魅力を発信していくこととしておりま

す。 

 １６ページをごらん願います。 

 こちらは平成３０年度の収支計画でございますが、収入の合計から費用の合計を引いた

経常利益は５９０万５,０００円となっております。 

 また、減価償却前の経常利益は１,９４６万円を見込んでいるとのことでございます。 

 最後でございますが、１７ページ、１８ページには、今年度の新たな取り組みでありま

すＪａｃｋ＆Ｂｅｔｔｙ２、青森県立三沢航空科学館カフェとＪａｃｋ＆Ｂｅｔｔｙフー

ドカーの写真を載せております。 

 スカイプラザミサワの運営状況に関する説明は以上でございます。 

加澤委員長：ただいまの説明に対して、委員の皆様からの御意見、御質問等ございません

か。 

 山本委員。 

山本委員：全部張りついたみたいなのだけれども、そこで、この決算書と、市も投資して

いる関係、貸し付けもしています。そこで、順調に開設から今年度まで来ていると判断さ

れるのか、どういうふうな市側としては判断、評価をされて、将来はどうなのかというの

をちょっとお聞きしたい。 

加澤委員長：参事兼産業政策課長。 

小泉参事兼産業政策課長：２９年度、初めて、少額でありますが、黒字になったところで

もあります。今後につきましても黒字を目指しながら、また、新たな取り組みもしており

ますので、その辺を応援していきながら、継続していきたいなと考えております。 
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 以上でございます。 

加澤委員長：山本委員。 

山本委員：市の投資した分、３,０００万円ですか、貸し付けの部分で、あと１,９００万

円ですか、残額。それはあと３年で全部返してもらえるという理解をしていいのか、その

辺、ちょっとお聞きしたい。 

加澤委員長：参事兼産業政策課長。 

小泉参事兼産業政策課長：３年間、１,８００万円残っておりますが、それは返してもら

う予定というか、返していただくことになっております。 

 以上でございます。 

加澤委員長：ほかにございませんか。 

 澤口委員。 

澤口委員：教えていただきたい。販売費、一般管理費内訳書の中にあります、業務委託費

７７１万３,９４９円、これの内容をちょっと教えてください。今わからなかったら後で

もいいです。 

小泉参事兼産業政策課長：では、後で詳細につきましては……。 

加澤委員長：理解はしていますよね。 

小泉参事兼産業政策課長：はい。 

加澤委員長：それは会議中に報告できますか。 

小泉参事兼産業政策課長：終わった後に報告します。 

加澤委員長：澤口委員、それでもよろしいでしょうか。 

 それでは、その件に関しては、終了後も委員のほうに報告するようにお願いいたしま

す。 

 ほかにございませんか。よろしいですか。 

 なければ、質疑を終了いたしますが、よろしいですか。 

 それでは、御意見のほうも出終わったので、私のほうから。売り上げのほうは非常に少

しずつよくなっているような結果が出ております。新しいことにもチャレンジして、非常

に頑張っているというふうに感じられます。ただ、なかなかイベント収入というのは、天

候に非常に左右される。今回のイベント収入もかなりいい成績が出ましたけれども、なか

なかこれが天候が悪かったりするとがくんと落ちたりしますので、そこの部分をやっぱり

プラス・マイナス加味しながら経営を、黒字になるように計画して、チャレンジしてやっ

ていってほしいと思います。 

 また、今後も、委員のほうからも意見がありましたとおり、まだ貸付残高が１,８００

万円残っております。あと３年で返済になりますけれども、この間、また前年度は一部赤

字だったので、これも３年間黒字という保証はございませんので、きちんとその辺は返済

できるような形をとりながら頑張っていただきたいと思います。 

 それでは、続きまして、報告事項であるアーケード崩落箇所への対応状況について、市

当局からの御報告をお願いいたします。 

 参事兼産業政策課長。 

小泉参事兼産業政策課長：報告のアーケード崩落箇所への対応状況について御説明させて
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いただきます。 

 お配りしております産業建設常任委員会資料、アーケード崩落箇所への対応状況につい

てを御参照願います。 

 １ページをごらん願います。 

 初めに、経緯から御説明いたします。 

 本年６月１４日９時３０分ごろ、三沢市商工会から、夢菓房京舟前のアーケードが崩落

したとの連絡がありました。このため、産業政策課職員が現地確認をしたところ、アー

ケードの仕上げ材が約６.１メートルにわたり崩落していたため、２次被害を防ぐため、

業者へ依頼し、修繕を実施いたしました。 

 また、本崩落を受けまして、市では、商工会、商店会、また、本年度実施しております

アーケード調査業務を受託している業者とともに現状調査を３回実施いたしました。 

 次に、２の対応でございますが、崩落した部分は修繕いたしましたが、あくまでも仮復

旧であり、早急に撤去しなければ２次被害の可能性が高かったこと、また、現状調査の結

果、川市歯科医院駐車場前のアーケードについても、仕上げ材の剥離、ゆがみの兆候が確

認されたことから、崩落した箇所及び確認された箇所を撤去いたしました。 

 最後に、３、予備費充用額ですが、今回、崩落箇所へ早急に対応する必要があったこと

から、財政課と協議し、予備費３７８万円を充用しております。 

 撤去した箇所につきましては、３ページをごらん願います。 

 撤去箇所は、夢菓房京舟前から川市歯科駐車場まで、４８.１５メートルとなっており

ます。 

 また、４ページには、アーケードが崩落した際の写真、５ページには修繕後の写真、ま

た、６ページにはアーケードを撤去する前、７ページにはアーケードを撤去した後の写真

を載せております。 

 アーケード崩落箇所への対応状況につきましては以上でございます。 

加澤委員長：ただいまの報告に対して、委員の皆様からの御意見、御質問ございますか。 

 山本委員。 

山本委員：このシートを張っている部分、これ、ずっとやったということか、ここだけ撤

去したということなのか、ちょっとその辺、確認したい。 

加澤委員長：参事兼産業政策課長。 

小泉参事兼産業政策課長：撤去した部分は、京舟さん前から川市歯科さんのところまで撤

去いたしました。 

山本委員：ここだけではなくてね。 

加澤委員長：山本委員。 

山本委員：そこで、何が原因でそうなったかというのは調査していると思うのだけれど

も、その辺はどうなっているのか。 

加澤委員長：参事兼産業政策課長。 

小泉参事兼産業政策課長：原因として考えられることは、例えば長雨によってここのとこ

ろに水がたまってゆがんできたとか、そういうことが考えられます。 

 以上です。 
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加澤委員長：補足ですか。 

 経済部長。 

山本経済部長：ただいまの京舟前の崩落したところには、排煙口という、ただアーケード

だけではなくて、上に風が入ったり雨が入ったりする場所がございました。その場所に雨

が長年にわたって入っていることによって、ほかのところ以上に腐蝕が激しかったと、そ

れが要因になっているということで、その部分を含めて、ほかのところも調査して、先ほ

ど言った川市のところにもそれがついていたものですから、そちらのほうも確認しなが

ら、これは撤去する必要があるだろうということで、撤去させていただいたということで

ございます。 

加澤委員長：山本委員。 

山本委員：そうであれば、ずっとアーケードは続いてあるわけで、そういう同じようなつ

くりというか、設備、そうなっているところも調査されたのか、あとは大丈夫だというこ

とで理解していいのかどうか。そういうシステムだと、ほとんど同じようにやっていかな

いと崩落するという危険性、可能性というのがあるわけで、その辺は調査したのかどう

か、した際、どうなっているのか、ちょっと伺いたい。 

加澤委員長：参事兼産業政策課長。 

小泉参事兼産業政策課長：本崩落を受けまして、本年度実施しているアーケード業務の受

託している業者へ前倒しでまた調査依頼をしました。その調査結果において、やはり安全

・安心な環境の確保ということを重点にして、今、９月議会で、６カ所、取り壊すという

予定で予算計上をしております。 

 以上でございます。 

加澤委員長：山本委員。 

山本委員：では、まだあるということなのだけれども、そこで、そうすれば、今みたいに

ところどころアーケードをとってしまうということに、臨時的にもうそうやってしまうと

いうことでいいのかどうか。 

加澤委員長：参事兼産業政策課長。 

小泉参事兼産業政策課長：委員おっしゃいましたとおり、ところどころになりますが、そ

こがあくという形になります。 

 以上でございます。 

加澤委員長：山本委員。 

山本委員：何かみすぼらしいね。もう腐って、いいところを歩くのだろうけれども、問題

はそれでいいのかどうかということ。緊急事態だからやむを得ない部分はあるけれども、

将来にわたってこれをどうするかというのが、私は市の財産になっている関係上、商工会

と打ち合わせ、撤去する形で進めているのか、あるいは抜本的にこれをやって、セット

バックなりしようという、そういう機運の高まりだとか、ただ、市の側としては、これは

危険だから撤去したいという方針を立てている。ただ、それだけでは、費用だけかけて、

何ら、またもとに戻すと。話を聞けば、そこをとれば、こっちへ倒れてくる建物もあるよ

うだけれども、将来にわたって総合的にここを壊すに当たって、商店街の方々と一緒に

なって、ここをどうするか、コミュニケーションしていかなければならない部分、その辺
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は今どういうふうに考えているのか伺いたいのだけれども。 

加澤委員長：経済部長。 

山本経済部長：今年度、当初予算でつけている調査費というのがございます。これは、先

ほど山本彌一委員のほうから質問されたように、根本的に全体を撤去し、そして全体的に

整備できるようにということで、そのための調査をするためにやっているものでございま

す。 

 ただ、今回はたまたま崩落事故を受けて、応急的にやらなければならないところをまず

やりながら、同時に全体的な整備を図っていくという計画でございます。 

 その中で、当然のことながら、ただ撤去するだけではなくて、そこでどういうことをや

るのか、にぎわい創出を図るためにということで、今、商店会のほう、商工会と一緒に

なって、にぎわい創出を図るための検討委員会というのをつくっております。同時に、三

沢市のほうとしても、リノベーション事業ということで、６月に補正予算を組ませていた

だきまして、これによって大学や学生、そして高校生等も入れた中で、にぎわい創出を図

るためのいろいろな検討を進めていく、取り組みほしていくということにしております。 

 そういう中で、にぎわいを創出しながら、道路整備といいますか、あそこの環境整備も

図っていくという考えでございますので、そういう形で考えております。 

加澤委員長：山本委員。 

山本委員：大変いいことだと思う。そういうふうにして、ただ対処して壊すというだけで

なく、プラス発想で、それを幸いとしながら、そういうふうなにぎわい創出。そこでにぎ

わい創出の委員会みたいなものを商工会と一体となって、今、決まっていないのだろうけ

れども、およそ考えられている、企画に上っている取り組みというのか、その辺があった

ら、情報としてお知らせいただければ。あればお伺いしたいのだけれども。 

加澤委員長：参事兼産業政策課長。 

小泉参事兼産業政策課長：本年度予定している事業の一つとして、空き店舗を活用した事

業を予定しております。 

 以上です。 

加澤委員長：山本委員。 

山本委員：その空き店舗利用は今までも取り組んできているわけですけれども、特にプロ

ジェクトを組んで、今、非常に若い方々も入れながらそうした取り組みをすると。そこ

で、空き店舗利用の方法として、どういうふうな主なるものが挙げられているのか、その

情報をちょっと知らせていただければと思います、内容について。 

加澤委員長：参事兼産業政策課長。 

小泉参事兼産業政策課長：想定しているのは、空き店舗を活用したチャレンジショップを

予定しております。 

加澤委員長：山本委員。 

山本委員：わかりました。 

 そこで、先般、我々議会と商工会役員との懇談会の中で、いろいろな意見が出たのだけ

れども、にぎわい創出するには、今現在、今のアーケードと絡めながら、店舗もかなり

シャッター通りになっているところがあるので、それらを、空き店舗を利用した、三沢の
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野菜だとか、魚とかお肉だとか、何かそうした市場的なものを空き店舗を利用して商工会

と、役所も一緒だと思うのだけれども、チャレンジしてみたいというふうなニュアンスが

懇談会の中で出たのだけれども、それらについてどうなっているのか、経済部長がいるの

で、経済部長からお願いしたいのだけれども。 

加澤委員長：経済部長。 

山本経済部長：商工会長とのいろいろな話し合う機会はございます。その中では、いろい

ろな事業展開を話し合ってはいるのですが、正式に会議の場でこういうふうにしましょう

よという形に、現在のところまだテーブルについておりませんので、先ほど言いましたよ

うに、いろいろな地産のものを活用して直売所をつくる、そこでにぎわい創出を図ってい

きたい、それのために農協、漁協と連携して商工会がやっていく、こういう枠組みについ

ては我々も承知しておりますし、そういう形でにぎわい創出を図っていくことは望ましい

ことだなというふうに考えておりますので、今後、具体的な話をしながら、一緒に連携し

てにぎわい創出を図っていきたいというふうに考えております。 

加澤委員長：ほかにございませんか。 

 森委員。 

森委員：質問なのだけれども、４８メーター、アーケード撤去をして、３７８万円。何か

昔、何年前だったか、聞いたときに、１億何ぼだとか２億円という数字、執行部のほうで

言った記憶が私はあるのですよ。これを見たら、３７８万円だったら、４８０メーター仮

にやっても３,７８０万円で、単純な計算だけれども、残っているアーケードというの

は、せいぜいあっても６００メーターかそのくらいでないの。それなら５,０００万円弱

の予算で上がるでしょう。それを、前におたくのほうで説明したと思ったよ、１億何ぼだ

とか２億何ぼだと、そういう記憶があるのだけれども、それとどう整合性を図るの。

ちょっと教えて。具体的な数字は忘れたけれども、たしかそんな話をしていたような…

…。 

加澤委員長：産業政策課長補佐。 

石坂産業政策課長補佐：ただいまの御質問にお答えいたします。 

 前回、平成２６年度、経済産業省の補助金を活用して、その申請をした際の見積額とい

うことで、約３億円ということでお答えしております。ただ、こちらにつきましては、撤

去費と、建物ととりあい部の修繕、そして街路灯整備が入っております。 

 今回、４８.１５メートル撤去した部分につきましては、そのほとんどが建物に接して

おりません。川市歯科駐車場さんの前ですので、あとは建物のとりあい部の修繕もほとん

どかかっておりませんので、このような金額になったと思われます。 

 以上でございます。 

森委員：安く上がっているということなわけだ。あとは建物がくっついているほうが…

…。 

加澤委員長：森委員、よろしいでしょうか。 

森委員：はい。 

加澤委員長：ほかに、この崩落事故に関する御質問ありますか。 

 なければ、これで打ち切りますが……。 
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 産業政策課長補佐。 

石坂産業政策課長補佐：先ほどの澤口委員の御質問にお答えしたいと思います。 

 スカイプラザミサワの一般管理費の中の業務委託費の内訳でございますけれども、こち

らにつきましては、警備、清掃業務、エレベーターの保守点検などの機械管理に関する業

務委託となっております。 

 以上でございます。 

加澤委員長：澤口委員、それでよろしいでしょうか。 

澤口委員：はい。ありがとうございました。 

加澤委員長：それでは、報告に関しては質疑は終わりますけれども、今回、崩落事故に関

しては、あの辺は子供もお年寄りも通ります。事故、けががなくて大変よかったと安堵し

ております。しかし、現状、事故があって、けがをした人が出てからでは遅いのです。な

かなかそういう部分では、前から続いている案件なので、近々、早急に結論を出して、事

故が起きる前に撤去できるように、執行部のほうには努力していただきたいと思います。 

 以上で、本日の案件は全て終了いたしました。 

 なお、この所管事務調査については、今定例会で委員長報告をすることになりますが、

この内容については正副委員長に御一任いただきたいと思いますが、よろしいでしょう

か。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

加澤委員長：ありがとうございます。 

 それでは、そのようにさせていただきます。 

 これをもちまして、産業建設常任委員会を閉会いたします。 

 ありがとうございます。 

午後 ２時５５分 閉会   

 

以   上 

 

委 員 長   加 澤   明   

 

 

 

 


